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接合伝達による薬剤耐性遺伝子（ARG）の拡散は，国際的な問題となっている。特に，バイオ

フィルムは細菌密度が高いため，浮遊細菌と比較して，接合伝達に適した環境である。細胞間の

コミュニケーションであるクオラムセンシング（QS）は，バイオフィルムの形成において重要な

役割を果たしている。そこで本研究では，QS阻害剤であるバニリンが ARGの接合伝達に与える

影響を評価し，そのメカニズムを解明することを目的とする。接合実験では，ドナーとして 3 種

類の ARGを有するプラスミドを持つ Escherichia coli標準株（E. coli DH5α），レシピエントとして 

Pseudomonas aeruginosa標準株（PAO1）を用いた。LB培地とバイオフィルムに混合比 1:1で DH5α

と PAO1を添加し，バニリンを 4段階の濃度（0，0.025，0.05，0.1g/L）で添加した後，37℃で 4時

間培養した。その後，抗菌薬を添加した平板培地上に生育したコロニー数から接合伝達頻度を求

めた。さらに，水平伝播グローバル制御，DNAの伝播複製（Dtr），外獏タンパク質，QS，細胞外

高分子物質（EPS）分泌，および運動性に関連する遺伝子の発現量をコントロール試料と比較し，

バニリンの添加による細胞特性の変化を評価した。また，DH5αと PAO1の細胞膜透過性，活性酸

素産生，バイオフィルム，および病原性因子について，バニリンの添加による変化を評価した。 

LB 培地における接合実験において，接合伝達頻度はバニリンの濃度上昇に伴って抑制され，

0.1g/Lで伝達頻度が 70.4%減少した。また，バニリンの濃度上昇によって水平伝播グローバル制御

遺伝子の発現量が増加した。一方で，Dtr遺伝子の発現量は減少した。外膜タンパク質遺伝子の発

現量，細胞膜透過性，および活性酸素産生には，有意な変化は見られなかった。バイオフィルム

における接合実験では，バニリンの添加によって伝達頻度が 83.3%減少した。バニリンの濃度上

昇によって QS遺伝子と EPS分泌遺伝子の発現量は減少した。また，PAO1が形成するバイオフィ

ルムのバイオマスも減少した。さらに，バニリンは QSの阻害により，PAO1において重要な病原

性因子であるピロシアンの産生抑制と運動性に関連する遺伝子の発現を減少させることが示唆さ

れた。これらの結果から， バニリンを添加することで，細菌の遺伝子発現量が変化し，バイオフ

ィル生成が阻害されることによって，接合伝達が抑制されることが明らかになった。 


